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大磯丘陵西部における地下水位観測
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(Abstract)

The mean annual precipitation during 1975 to 1979 in the western part of the Oiso Hills

was  1631 mm.  In the Pacific side Of HOnshu,  the precpltatiOn  is  small  in  winter and large

in spring,  summer and autumn.  The grOundwater  levels shOw the  10west value  in March.

There were unusual small precipitatiOn  in the periOds during summer and autumn Of 1978 and

sumer of 1979 ,  respectively.  The cOnfined groundwater  levels Of these times have been

kept 10wer till the next large precipitation   Of middle autumn Of 1979.  ney were the

lowest value since Observation began.  HOwever, the free groundwater  levels have been  recOv_

ered from  spring Of 1979.

In the Kuzu River area,  a  linear relation has been fOund between the free groundwater

level and the groundwater runOff.  The annual amOunt Of groundwater runOff can been

calculated by this  relatiOn.  As a  result of the examinatiOn  in the annual water balance,  the

evapotranspiration is 40% Of ale precipitatiOn, the grOundwater runoff is 40%, the direct

runoff is  lo% and the  rate Of recharge tO the cOnfined groundwater  is  lo%.
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はじめに

大磯丘陵西部の中井町を中心とした地域には厚い砂礫

層が分布し、良好な地下水帯本層が形成されている。当l

所では丘陵地域の地下水調査の一環として、この地域の

地下水の水収支を検討するために地下水位や雨量等の観

測を続けている。これは1977年から79年 までの地下水位

等の記録をまとめ、葛川流域の水収支を検討したもので

ある。

井戸の地下水位を測定させて頂いている相原久、大島

義長、山口英夫、重田治平の各氏、中井町役場水道課の

方々及び当所の大木靖衛所長をはじめ,所員各位には御指

導、御協力を頂いた。1こ こに厚く御礼申しあげる。

この調査は神奈川県温泉地学研究所温泉等研究調査費に

よった。

降水量について

大磯丘陵西部地域の降水量を1975年 3月 より自記雨量

計を中井町の1ヒ田第 2水源地構内に設置して観測してい

る。1975年 3月 から1980年 2月 までの5年間の平均降水

量は1631mnである (表 lλ  またこの5年間の内、最高

図 1 観測井および河Jll流量測点の位置   ○:観測井 × :測点 実線 :分水界

この地図は国土地理院発行の1/2.5万図「小田原北部」「秦野」を使用した
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表 1 平均降水■

3月 4 6 7 1 年間

148.5 166.6 137.5 161.5 157.9 52.0 84.5 1631 .2

と最低を除いた3年間の平均は1651mlnで ある。これから

一般的な年間降水量は1650鰤程度と考えられる。各月の

平均降水量をみると、12月 、1月 が最も少なく、2月 にやや

増え、3月 になると大巾に増加する。3～ 11月 はほぼ似

たような降水量を示す。後で述べる地下水位の低下の様

子を合せて考えると、水年は3月 から翌年の2月 までが

適当であろう。

1日 l Sk上の降水量があった降水日は平均年間101

日、10画以上の日は47日 である。

蒸発散量について

ソーンスウェイトおよびハモンの方法により、蒸発散

量を算出した。この量は気温と日照 (昼間)時間に依存
する最大可能蒸発散量を示す。気温、日照時間のデータ

は気象月報により横浜気象台の値を用いた。この結果、

年間蒸発散量は約830Lm(2.27nLm/日 )である (表 2)。
いま、仮りに10m/日 以上の降雨のあった日は蒸発散を

しないとすると年間約720 mn(1,97mm/日 )に なる。実

蒸発散量はこの程度と思われる。

地下水位について

各観測井の位置を図 1に示す。各観測井の内、半分形

観測井 (H)イ深さ112m)、 五所の宮 (G)(同27m)、
雑色 (Z,(同 6m)は砂礫層中に、境 (S)(同 17m、
)、 井の日 (I)(同1lm)は テラフ層中に掘られてい
る。H、 G、 Zは被圧地下水位を、S、 Iは 自由地下水

位を測定している。Sは上部に宙水層を持つ。Gは 自噴

井であるので立上り管を利用して自噴を止めて水位を測

表 2 最大可能蒸発散量

定したが、1977年 8月以前は地下水の漏れが少しあった

ので、以後の水位より少し (約 5m)低 くなっている。
各観測井の1977年 1月 から1979年 12月 までの3年間の

地下水位の経年変化と降水量を図2に示す。地下水位の

年間変化は一般に冬の少降水期の後、春雨によって4月

頃から水位上昇を始め、梅雨、台風の時期を経過し、10

月頃に最高水位になる。その後低下を続け、3月頃に最

低水位を示す。

この観測期間で1978年 の夏から秋にかけて降水量が非

常に少なかった。そのために1978年 は例年に比べて年間

約3∞面も降水量が少ない年であった。その結果、1978年

の夏から秋にかけて、地下水位はほとんど上昇せずに低

下を続けた。自由地下水位は降雨の影響を直接的に受け

るので、低下した水位も1979年 の春の降雨によって上昇

を始め、平年並に回復した。しかし、被圧地下水位は、

1979年 の夏の降水量が少なかったこともあって、春に少

し水位上昇を示したが、低下を続け9月 に観測以来の最

低水位を記録した。五所の宮観測井では1974年 に人為的

な揚水によって地下水位が急激に低下したが、種々の努

力の結果1976年 には回復した。しかし、1977年 夏以後再

び水位低下を続け、1978年 11月 頃、付近の井戸でポンプ

揚水が始められたこともあって1979年 2月 には自噴が止

まった。

比奈窪地区の中井町役場の井戸の自噴量も1978年 には

少降雨の影響を受けて減少した (表 3)。 この井戸は、

1979年 4月以後、町役場庁舎新築工事のため測定不能に

なっている。

表 3 中井町役場の井戸の自噴量
年

|ハモンの

方  法

8 2 7ntn

787

821

856

851

ソーンス

ウェイトの方法 日

刻

月

時
２６
珈

‐

．

‐ ５

2.5

13:30

4.28

11:00

6.8

12:20

7.18

11:25
２６
珈

８

．

１２

11.7

11:00

12.23

11:40

自噴量
/分

20.2 21.4 22.3

年 1979

日

刻

月

時

1.20

11:00

3.13

11:30

5.11

11:20

7.10

11:30

8.28

11:45

10.5

11:45

12.6

14:10

3.5

11:05

自噴量
/分

20.7

828
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河川流量について              ・

県内広域水道企業団の導水路工事が1971年から始まり

多量の地下水が中村川に排水された。その排水の影響が

無くなった後の中村川及び菖川の流量調査の結果を表 4

に、また測点位置を図1に示した。73年 12月 20日 の測定

の前は1か月以上も降水が無かった。 a測点は中村川流

域の末端で地形的に挟窄部になっており、表流水はほぼ

300-―

降   ―

水   ~

量   ―

全てここに集まる。したがって地下水を揚水し、使用し

た後の排水も含まれている。この排水量は6∞0～7000ピ

/日 とみられる。

河川流量は降雨の際の直接流出量を除くと地下水から

の洒養 (地下水流出)による。そこで地下水位と河川流

量の関係をみると中村川流域では雑色観測井とi地点の

流量 (図 3)、 葛川流域では井の口観測井とl地点とk

Itt+rk{t

■
―
Ｉ
Ｆ

75mr_|_6

図 2 地下水位の経年変化
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年月日 b f g 】 1

73.12.20

76.9. 7

77.3.7

79.9.17

303∞

732∞

35100

38400

47300

25500

24700

4300

7700

4900

4600

1900

1300

1200

950

16000

32800

21000

6700

5100

5000

14700

9300 330Q

6700

16800

10300

7700

3300

6100

3100

3000

250

520

560

360

6200

9900

7500

5200
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(単位 :nf/日 )

地点の流量の差 (図 4)に相関がみられる。葛川流域の

1地点の流量はこの地域で湧出している地下水量 (R)

に上流のK地点の流量 (ほぼ全量家庭排水量である)が

加わったものである。図4か ら丼の口観測井の毎日の地

下水位を知れば毎日の地下水流出量が分かる。これを年

間積算した結果は表5の とおりである。葛川流域の面積

は4厨である。これから降水量の約 4割が一旦地下水に

なった後に地下水流出として河川に湧出して域外に流出

すると考えられる。

中村川流域のd地点の流量は昔、ワサビ田と呼ばれて

いた所の自由地下水の湧出量である。これは年 減々少す

る傾向がみられる。この原因はこの近くにある町水源で

被圧地下水が揚水され、自由地下水から被圧地下水への

漏水が増加しているためと思われる。

水収支について

流域内の水収支式は次のように表わされる。

P=(D2-Dl)+(GrGl)十 E+△S (1)
ここでDIは地表水流入量、2は地表水流去量、Glば地下
水流入量、Qは地下水流去量、Eは蒸発散量、△Sは貯

地下水位

中村川流域の地下水位 (Z)と河川流量

(1)の関係

留量変化である。水収支計算の期間を水年にとれば△S

はほとんど無視できる。

葛川流域の水収支を検討する。この流域では地形、地

質的にDI、 Gtは無視できる。また河川流量のところで前

述したように、この地域の自由地下水からの地下水流 (

湧)出量 (R)は 1測点とk測点の河川流量の差として

与えられる。葛川の流域面積は4日であるから1975～ 78

年の4年間の平均値は降水量659万 r/年、地下水流出量

274万 nf/年である。蒸発散量は年間7∞mと すると280万

r/年 になる。また降水量の直接流出量を次のような仮
定で求めると74万ば /年 (76年と79年の平均)と なる。

(イ )時間雨量10m以上の場合、10mmを越えた分は直接

流出する。 (口 )舗装道路のような土地に降った雨は直

接流出する。この面積を流域面積の5%と する。これは

巾10mの舗装道路として延長20kmである。

これらの値を (1)の水収支式に代入すると地下水流
去量 (Q)=31万ポ /年 (85転f/日 )が求まる。これら

H
8      9     1o     ll     12 rn 

‖

地下水位

葛川流域の地下水位 (:)と地下水流出量
の関係

地

下
水

流

出
量

河

川

流

量

表 4 河川流量

図 4
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田

年

度
降水量(A)
xlo4nf/年

地下水流出量
X10■ /年(BI

B/A Xl∞(%)

727
626
736
546

275
303
302
216

3 7.8

48.4
41.0
39.6

平均 659 274 41.7

表 5 3J胸瞳脇湾欄降ホ量および地下水流出量 た。その結果、おおまかには降水量の40%は蒸発散量と

して失われ、直接流出量は10%および地下水流出量は40

%で、深層地下水への転化量は10%と みられる。

深層地下水への転イヒ量を10%と すると葛′Л流域のその

量は18t10nf/日 である。今後葛川流域での深層地下水の

開発量は前記の量が限度となろう。

中村りII流域の水収支についてはまだ資料が不足なので

今後の検討課題としたい。ただ、葛川流域と同様な条件

であるとみなすと、降水が深層地下水へ転化する量は約

10000「 /日 とみられる。
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を降水量に対する百分率で示すと、蒸発散量42.5%、 地

表流去量 (地下水流出量41.6%+直接流出量11.2%)

52.8%、 地下水流去量4.7%と なるJ

ただしこの計算では蒸発散量と直接流出量に不確さが

残るので、大まかには蒸発散量40%、 地下水流出量40%、

直接流出量10%、 地下水流去量 (又は深層地下水への転

化量)10%と して良いだろう。したがって降水量の50%

が一旦自由地下水になった後に自由地下水帯水層から流

出する。その量は約9000nf/日 である。これは以前の調

査で自由地下水位の減衰率から求めたローム層からの漏

水量8000ゴ /日 に近い値である。

まとめ

大磯丘陵西部地域の一般的な年間降水量は165鮨嘔 蒸

発散量は700m程度と推定される。これらの値と自由地下

水位と河川流量の関係から、葛川流域の水収支を検討し
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